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猛禽類とは力強い足と鋭い爪やくちば

し、驚異的な視力を持ち、生きた動物

を捕獲して食べる鳥のこと。

日本ではワシやタカなど約30種類が

確認されており、18種類ほどが繁殖し

ている。山﨑さんは山岳地帯に生息し

ている大型猛禽類のイ

ヌワシとクマタカの研

究者だ。

猛禽類は生態系の食物連

鎖の頂点に位置している。

食物連鎖の下位に位置す

る小動物をはじめ生態系

全体が保全されていない

と生きていけず、猛禽類

が生息していることは生態系のバラン

スが維持されていることの証しともなっ

ている。

しかし、近年、環境汚染や自然林の伐

採などによる自然破壊が進み、多くの

野生動物がすみにくい環境になっている。

各地でイヌワシなどの猛禽類保護の動

きが盛んになっているのは、猛禽類だ

けを守るのではなく、そのエリアの生

態系全体を守る運動にほかならない。

子どものころから鳥が好

きで、大学では獣医学や鳥類生態学を

学んだ山﨑さん。大学在学中から休み

の日には仲間と山へ鳥の観察に出かけ、

76（昭和51）年、旧永源寺町の鈴鹿山脈

で滋賀県で初めてイヌワシの生息を確

認した。「幻だと思っていたイヌワシを

発見したときは感動で胸がいっぱいな

りました」。

78（昭和53）年からは滋賀県の職員とし

て畜産行政や家畜伝染病予防業務に携

わりながら猛禽類の研究を進めた。

一気に活動の幅が広がったのは、85（昭

和60）年、畜産、公衆衛生、猛禽類の勉

強のために渡米してから。95（平成７）

年からは自然破壊が進んでいるインド

ネシアなど東南アジアでの猛禽類の研

究に従事、現地で

自分たちの国を自

分たちで守りたい

と願う熱心な学生

や若い人たちに出

会った。このこと

がきっかけで東南

アジアの自然環境保全の役に立ちたい

と強く思うようになった。

その思いは98（平成10）年、第１回東南

アジア猛禽類シンポジウムとして結実す

る。滋賀県立琵琶湖博物館で開催、アジ

ア各国の現状や今後猛禽類をどのように

調査、保護するかなどが話し合われた。

参加者のビザの確保などシンポジウム実

現のために山﨑さんは大奮闘、翌年には

13カ国約80人でアジア猛禽類ネットワー

クを設立して会長に就任した。現在のメ

ンバーは187人。設立後は各国持ちまわ

りでシンポジウムを開き、猛禽類の渡り

調査や救護猛禽類を野外に放つワーク

ショップ、地域住民

と一体となった熱帯

雨林保護などの活動

を続けている。

「アジアは熱帯雨林が

あって自然に恵まれ

た地域。各国が自分

の国に誇りを持ち、自然資産の価値と

文化を世界に発信していけるように支

援を続けていきたい」

年齢を重ねるにつれて役職がついて仕事

が休みにくくなり、50歳で滋賀県職員を

退職、猛禽類の研究・保護活動に専念し

た。今も週に１度は山での観察を続けて

いる。危険な場所もあるし、10日行って

も見られないこともある。観察に行けば

行くほど分からないことも出てくる。手

入れが行き届いていない杉林は真っ暗で

入れず、イヌワシもえさを捕れない。里

山の手入れといった人の営みもイヌワシ

の生存を支えているのだという。

（取材・澤井）
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◆場所：〒520-2341　野洲市行畑1-5-7
◆E-Mail：t-yamaza@mx.biwa.ne.jp
http://www5b.biglobe.ne.jp/~raptor
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